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令和　年度実施　市民提案型協働事業　事前意見交換(中間・結果)確認書
	事　業　名
	映像でPR！地域課題を地域で解決する取り組み紹介

	実 施 主 体
	団　体　名
	○○○○○の会

	
	事業担当課
	協働推進課

	意見交換の概要
	【提案団体の考え】
・活動の取材に当たっては、自治会・地域団体の方々と顔の見える関係性を構築したい。
・講演会と完成報告会までに撮影した映像の編集を完了する必要があるため、編集時間を多くとれるようスケジュール調整したい。

	
	【担当課の考え】
・取材対象への連絡・調整を担い、地域と団体の仲介に尽力する。また、現場での取材対応は団体の技術を存分に活かしてほしい。
・講演会と完成報告会の会場の確保や参加者の募集は行政側で調整し、団体が編集作業に集中できるよう配慮する。

	事業実施に

向けての

課題と対応
	【確認できた現状の課題】
・地域内で実施されている活動を把握し、取材する活動（団体）を選定することに時間が掛かる可能性がある。
・映像化することを念頭に取材するため、映像の構想を先に決定しておき、必要な要素を撮影する必要がある。

	
	【確認できた課題への対応など】
・地域内で実施されている活動を事業開始前から探っておく。
・取材先にする団体の選定基準を設ける。
・映像化の構想を取材前に決定し、取材の効率化を目指す。

	今後の展望
	■①来年度実施協働事業として提案予定　　　□②今年度中に実施

□③団体単独で実施　　　　　　　　　　　　□④行政単独で実施

□⑤現在、提案するか保留・検討中　　　　　□⑥他の制度を活用

□⑦提案、及び、実施をしない（実施への課題等を今後も双方で協議）

□⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	上記で協働事業として提案しない場合等の理由
	協働事業での実施が困難な理由などを具体的に記入してください。


	事業実施に

向けての
改　善　策
	協働事業を継続していくことを前提としているが、協働事業以降にも事業が継続できるよう、行政側に団体の取材の技術等を引き継ぐ体制も確保する。

	協働推進課

調整事項
	


記入例








